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(3) さらに設計上の観点から、サイズや構造様式の異なる 27 隻のタンカーを用いてシリーズ計算を実施することに
より、また、水槽実験や数値解析に基づき大波高時の波高による非線形影響を考慮することにより、設計海象下で
生じる構造応答と同等の応答値を生じさせる実用的な設計荷重を提示している。
(4) 提示した設計荷重をホールドモデルに負荷して得られる応力が、応力の長期予測値とほぼ同等の値となることを
確認し、提示した設計荷重が実用性のみならず十分な精度を有することを検証している。
以上のように、本論文は従来の経験則にとらわれない発想の下で、これまで空間的に固定される海洋構造物にしか
適用例のない設計海象という概念を、航路制限のない船舶の構造強度評価に初めて導入し、さらに透明性、合理性及
び実用性を有する設計荷重の設定手法として確立したものである。
これらの成果は、船舶海洋工学、とりわけ船体構造力学の発展に寄与するところが大きい。よって、本論文は博士
論文として価値あるものと認める。
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